
TI号



広報ιチろ 9)

少
年
の
非
行
や
不
良
化
の
問
題

が
大
き
く
と
り
上
げ
ら
れ
、
正
し

い
道
徳
を
含
め
た
家
庭
教
育
の
重

要
性
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
少
年

非
行
を
防
ぐ
た
め
に
学
校
や
地
域

で
の
諸
活
動
は
行
わ
れ
て
は
い
る

も
の
の
、
残
念
な
が
ら
現
実
と
し

て
青
少
年
の
非
行
は
後
を
断
ち
ま

せ
ん
。
原
因
は
な
ん
で
ど
う
す
れ

ば
少
年
の
非
行
を
防
げ
る
か
―
な

ど
を
村
内
で
起

っ
た
非
行
の
実
態

を
見
な
が
ら
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

子
供
た
ち
が
健
や
か
に
育

っ
て
欲

し
い
と
い
う
願
い
は
み
ん
な
が
持

非
行
の
低
年
齢
化

今
年
一
月
か
ら
六
月
ま
で
に
金

木
警
察
署
管
内
で
発
生
し
た
少
年

非
行
等
は
、
二
百
七
十
人

（う
ち

女
子
二
十
七
人
）で
昨
年
同
期
（百

四
十
四
人
）
に
比
べ
て
百
二
十
六

人

（八
七

・
五
％
）
増
え
て
い
ま

子
二
人
を
含
む
二
十
二
人

（昨
年

同
期
二
十
人
）
で
す
。
内
訳
け
は

窃
盗
が
ほ
と
ん
ど
で
七
七
・
三
％

を
占
め
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ

ま
す
。
続
い
て
暴
行
、
詐
欺
が
そ

れ
ぞ
れ
九
。
一
％
と
な
っ
て
お
り
、

非
行
の
低
年
齢
化
の
傾
向
が
強
く

大
人
に
不
信
感

少
年
非
行
の
原
因
に
は
家
庭
内

に
お
け
る
親
と
子
、
成
人
と
若
年

層
と
の
間
に
生
ず
る
ひ
ず
み
な
ど

よ
く
環
境
が
悪
い
か
ら
と
い
わ
れ

ま
す
が
、
悪
く
し
て
い
る
の
は
子

供
た
ち
で
は
な
く
大
入
だ
と
い
う

行
少
年
の
心
理
を
分
折
し
て
み
ま

す
と
、
大
人
に
対
し
て
な
ん
ら
か

の
不
安
を
抱
く
い
わ
ゆ
る
不
信
感

を
持
つ
こ
と
が
、
非
行
に
走
ら
せ

る
大
き
な
原
因
と
も
い
わ
れ
て
い

多
い
喫
煙
行
為

七
人
で
昨
年
同
期

（百
十
九
人
）

少
年
の
非
行
を
な
く
そ
う

叫
ば
れ
る
家
庭
教
育
の
重
要
性

に
比
べ
て
百
十
八
人

（九
九
・
二
　
　
　
（注
＝
市
浦
村
管
内
の
青
少
年

％
）
増
え
て
い
ま
す
。
行
為
の
ほ
　
　
非
行
の
統
計
資
料
は
公
表
で
き
ま

と
ん
ど
は
、
喫
煙
、
夜
遊
び
、
不
　
　
せ
ん
の
で
、
ご
了
解
下
さ
い
０

健
全
娯
楽
等
で
す
。
こ
う
し
た
不

良
行
為
が
非
行
に
結
び
つ
～
」と
　
　
家
庭
の
愛
情
大
切

家
庭
内
で
の
主
な
原
因
に
は
ロ

愛
情
と
信
頼
と
結
合
が
な
い
■
い

つ
も
冷
た
い
感
じ
が
し
て
緊
張
が

絶
え
な
い
●
兄
弟
の
伸
が
悪
い
■

物
に
恵
ま
れ
心
が
と
ぼ
し
い
■
ユ

ー
モ
ア
が
な
い
―
な
ど
が
主
な
も

家
庭
で
の

一
番
大
切
な
こ
と
は

血
の
通
っ
た
素
朴
な
愛
情
で
す
。

人
格
形
成
の
基
本
的
な
も
の
は
家

庭
で
あ
り
、
や
が
て
は
地
域
社
会

表
紙
に
よ
せ
て
―
◇

灯
ろ
う
流
し

三
湖
で
ひ
と
月
早
い
お
盆
の
灯

ろ
う
流
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

夕
日
が
湖
面
を
赤
く
染
め
な

が
ら
、
日
本
海
の
か
な
た
に
静

か
に
沈
む
ひ
と
と
き
、
善
男
善

女
が
霊
よ
安
ら
か
に
―
と
、
祈

り
を
乗
せ
て
灯
ろ
う
を
水
面
に

浮
か
ば
せ
、
海
に
向
っ
て
手
を

合
せ
る
。
年
に
い
ち
ど
の
亡
き

人
と
の
心
の
対
話
に
ど
の
顔

に
も
安
ら
ぎ
の
表
情
が
漂
よ
い
、

風
に
流
さ
れ
て
ゆ
く
灯
ろ
う
を

こ
の
灯
ろ
う
流
し
は
、
湊
迎

寺
が
例
年
行
な

っ
て
い
る
も
の

で
す
が
、
当
日
は
約
二
百
人
の

人
達
で
に
ぎ
わ
い
湖
畔
は
さ
な

が
ら

″
お
盆
″
そ
の
も
の
の
よ

が
多
く
な
っ
て
お
り
、
特
に
夜
遊
　
　
を
含
め
た
教
育
の
場
と
い
う
こ
と

連
帯
感
を
強
め
て

関
係
と
信
頼
だ
け
に
難
か
し
い
問

題
。
子
供
と
親
が

一
緒
に
な

っ
て

有
害
な
環
境
に
う
ち
勝
つ
根
性
と

思
耐
力
を
養
う
こ
と
が
心
要
で
す
。

少
年
た
ち
は
常
に
新
し
い
何
か
を

１
を
建
設
的
な
方
向
に
導
く
努
力

を
地
域
ぐ
る
み
で
行
わ
な
け
れ
ば

ま
し
い
仲
間
の
連
帯
感
を
強
め
、

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
で
自
信
と

責
任
を
持
た
せ
そ
の
喜
び
を
体
得
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非
行
防
止
の
主
な
活
動
―
―
＊

村
民
意
識
の
高
揚
に
努
力

脇

元

、

十

二

、

大

田

の
四

地

区

に

会

は

下

部

の
組

織

と

し

て
地

域

に

の
非
行
防
止
意
識
の
高
場
０
万
引

行
防
止
③

青
少
年
を
と
り
ま
く
社

夏
休
み
を
楽
し
く
―
―
＊

少
年
非
行
防
止
七
ヵ
条

子
供
の
非
行
は

家
庭
に
も
責
任

‘
）

金
銭
や
物
品
で
、
子
ど
も
の

一０
　
子
ど
も
と
の
対
話
を
通
し
て
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青少年の非行問題についてどのよう

沢 田 清 文

秋田谷つや子

忍
耐
力
を
持
と
う

今
を
大
切
に
生
き
る

″物
を
大
切
に
″
と
い
う
言
葉
は
あ
ら
ゆ

-5-
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は
、
野
放
し
状
態
で
心
を
ま
ど
わ
す
こ
と
ば

か
り
で
す
。
地
域
の
子
供
は
地
域
の
も
の
と

し
て
、
各
関
係
機
関
、
団
体
で
は
環
境
浄
化

家
庭
に
於
い
て
は
、
親
は
常
に
子
供
た
ち
　
　
　
学
校
は
そ
の
よ
う
な
も
と
で
本
来
の
教
育

三 和 淑 子

藤 田 腱 造

親
の
心
を
子
供
に

大

人

が

手

本

を

ま
た
、
常
に
親
と
子
の
話
し
合
い
も
必
要

因
果
応
報
の
躾
を

本 荘 珍 雄

岡 本 茂 樹

親
は
き
然
と
し
て

の
で
す
。
親
は
常
に
き
然
と
し
た
態
度
を
と
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>44く

劇
僣

確
典
ｄ

‥

へ
ヶ
“

゛
●
■
織
皇

体
ｒ
周

‘
食
倉

筋

雛

よ饗
署
各
・４

オ

オ
キ

ス上

路
幸

出
土
す
る
金
仏
様

制誡
一
叫ｍ一
一
跡
一

よ
く
四
～
五
ｔ
位
の
金
仏
様
が

て
い
ま
す
。
上
掲
の
金
仏
様
は
、

で
い
る
部
分
に

「為
先
祖
代
々

菩
提
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
外
に
丸
形
の
背
面
に

「意

泊
村
の
大
西
政
雄
家
の
も
の
は
、

海
岸
か
ら
親
の
政
次
郎
に
授
か

っ
た
も
の
で
、
「政
次
」
の
銘
か

ら
私
に
仏
様
が
授
け
て
く
れ
た

も
の
だ
か
ら
と
い
う
の
で
仏
壇

内
に
納
め
て
井
ん
で
い
ま
す
。

意
全
大
和
尚
と
千
磐
仏

と
こ
ろ
で
、前
三
項
の
内
「意

全
作
」
と
あ
る
意
全
は
、
御
法

号
を

「懸
蓮
社
良
鼓
上
人
意
全

迎
寺
第
十
七
世
の
住
職
で
す
。

文
政
元

（
一
八

一
八
、
去
今

一

六
五
）
年
頃
に
弘
前
の
西
光
寺

か
ら
迎
え
ら
れ
て
住
職
に
な
ら

れ
た
高
徳
の
僧
侶
で
す
。
十
二

青
森
の
正
党
寺
へ
移
ら
れ
ま
し

た
。
江
戸
は
芝
の
増
上
寺
の
徳

受
け
た
名
僧
で
、
天
明
の
大
飢

饉
の
犠
牲
者
を
慰
め
る
た
め
に

文
政
二
年
に
湊
迎
寺
境
内
に
徳

深
沢

（車
力
村
、
湊
迎
寺
庵
寺
）

に
地
蔵
堂
を
建
立
し
て
供
養
を

大
和
尚
が
信
仰
深
い
方
々
を
集

め
て
千
黙
仏
を
鋳
造
し
て
災
害

で
亡
く
な
ら
れ
た
人
々
を
慰
霊

千
外
仏
は
万
黙
仏
だ
と
い
う
方

も
お
ら
れ
ま
す
が
、
北
海
道
か

ら
も

「意
全
作
」
の
千
林
仏
が

ま
す
と
、
弘
く
同
行
者
を
集
合

上
掲
の
も
う

一
つ
に
就
い
て

は
、
次
の
よ
う
な

「縁
起
書
」

が
あ
り
ま
す
。
津
軽
二
代
藩
主

を
信
牧

（信
枚
と
も
書
く
）
と

い
い
ま
す
が
、
亀
ヶ
岡

（木
造

町
）
に
お
城
を
建
築
し
よ
う
と
、

い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
徳
川
幕

府
の

一
国

一
城
の
命
令
に
よ
っ

信
牧
公
の
受

難

ち
ょ
う
ど
寛
永
元

（
一
六

二
四
、
去
今
三
五
九
）
年
の

た
め
御
下
濱
に
な

っ
た
折
に
南

部
の
浪
人

（ま
た
飯
詰
の
残
党

と
も
）
に
襲
撃
さ
れ
ま
し
た
。

従
臣
た
ち
は
よ
う
や
く
藩
公
を

守
護
し
て
湊
迎
寺
に
逃
げ
の
び

ま
し
た
。
住
職
の
深
蓮
社
門
誉

山
門
を
開
鎖
さ
せ
て
、
藩
公
を

に
報
ゆ
る
た
め
に
新
地
式
拾
石

（約
五
拾
俵
）
を
寺
禄
と
し
て

代
替
り
毎
に
お
墨
付
を
書
き
替

初
年
廃
藩
置
縣
と
と
も
に
廃
さ

印
が
上
掲
の

一
枚
で
す
。
知
行

地
は
深
郷
田
村
外

一
村
で
す
。

♪「ム
み
崚
ψ
峰
レ
ニ
衡
ｏ

力
・夕
は
ゎ

⑩

件
ル
げ

ア
臓
ぶ
　
一九
成
間
際
の

注
意
が
大

切
で
あ
る
。
出
来
ば
え

が
主

で
、
途
中

に
多
少
ま
ず

い
こ

秘
滸
蔽
い
　
不
義
理
な
ど
し
て

地
獄
、
極
楽
こ
の
世
に
あ
る
．

よ
く
地
獄
、
極
楽
は
死
後
の
こ
と

仕し
■
ア
仕し
れ
歯
え
る
　
仕
事
を

党
え
る
コ
ツ
は
仕
事
を
す
る
こ
と

仕Ｌ
■
に
か
げ
れ
ば
勲
　
仕
事
に

四し
鷲
ル
鮒
の
側
病ゃ
ん
で
る
　
息

け
る
こ
と
。
空
側
庁
み
の
こ
と
。

一
鳳
し
て
Ｌ
臓
諄
ま
れ
る
　
ご

辞
拳
ぐ
　
び
っ
く
り
す
る
こ
と
。



県
カ
ヌ
ー
協
会
主
催
の
第
二
回

男
女
と
も
大
量
の
上
位
入
賞
者
を

国

困

□

（男
子
）
□
小
学
四
年
生
の
部

勝
人

（
１
分
４０
秒

５６
）
０
申

井
光

生
輝

（
１
分

４７
秒

１０
）
０

八
木
沢

（男
子
）
□
中

学
生
の
部
　
一̈

佐
藤
考
和

（
１
分

３６
秒

７０
）

一？

相
川
聡
貴

（
１
分

３９
秒
８‐
）

．聖

昴
豊

島
夏
子

Ｔ

分

５３
秒
Ψ

②

工
藤
智
美

（
２
分

１２
秒

４９
一
６
一

０
一本
荘
千
登
世

（
２
分
２‐
秒

０２

）

田
谷
由
紀

（
１
分

４８
秒

４２
）

・嗜

□
小
学
六
年
生

の
部
　
，
小
寺

由
里
子

（
１
分

４‐
秒

７７
）

一０
柳

□
中
学
生
の
部
　
０
米
谷
千
晴

（
１
分

３８
秒
７８
）

０^
秒
田
谷
美

代
子

（
１
分

４４
秒

７０
）

０
着

崎

ヽ
１
分

４０
秒
５６
）
、
小
寺
由
電
子
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巨室翼■蜘
あ
な
た
の
自
党
だ
け
が
頼
み

「子
ど
も
と
お
年
寄
を
守
る
」
が
重
点

一　
行
事
な
が
ら
、
住
民
の
意
識
を
高
め
る
運
動
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
無
事

一

「
あ
な
た
の
自
党
だ
け
が
頼
み
」
で
す
。

三
悪
追
放
に
も
全
力

　

』
¨
斃̈
餞府
制
吟
い
¨
湯

ド
ラ
イ
パ
ー
の
八
〇
％
以
上
が
　
　
い
理
由
と
し
て

「面
倒
だ
か
ら
」

が
中
心
と
な

っ
て
運
動
を
推
進
す

施
団
体
や
各
機
関
の

一
部
の
み
が

て
、
運
動
の
期
間
中
で
も
悪
質
を

通
安
全
運
動
に
参
加
し
て
も
ら
お

運
転
者
は
、
「子
ど
も
と
お
と
し
よ

金
慕
妊
氏
診
療
所
を
視
察

ロ
ヘ
き
地
医
療
で
意
見
交
換

大
学
、
金
義
淑
副
教
授
の
二
人
で

で
日
本
を
訪
れ
、
へ
き
地
診
療
施

て
い
る
市
浦
診
療
所
、
小
泊
診
療

金
義
淑
副
教
授
は
看
護
学
博
士
と

療
所
の
施
設
は
立
派
で
す
。
二
人

地
医
療
で
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

-6-



脇元 成田永吉さん

“

3歳 )

私

は

県

庁

動

め

の
あ

と

軍

隊

生

　

　

長

生

き

の

マ
キ

（
本

家

・
分

家

の
　

　

身

分

で

す

が

、

こ
れ

も

妻

が

三

十

活

を

送

り

、

終

戦

と

と

も

に
復

員

　

　

関

係

な

ど

同

一
の

血

族

）

で

孫

ば

　

　

数

年

間

、

自

分

の

病

身
も

か

え

り

し

郵

政

業

務

に

三

十

年

在

職

し

ま

　

　

あ

さ

ん

の

兄

妹

九

人

は

八

十

五

歳

　

　

み
ず

、

私

の

仕

事

の

「
成

就

」

を

し

た

。

そ

の

間

定

期

健

康

診

断

以

　

　

か

ら

九

十

五

歳

ま

で

そ

れ

ぞ

れ

長

　

　

ひ

た

す

ら

願

い

つ

つ
、

無

事

定

年

外

看

護

婦

に

手

を

と

ら

れ

た

り

、　

　

　

生

き

し

て

い
ま

す

。

し

た

が

っ
て

　

　

退

職

ま

で

こ

の
健

康

体

を

持

続

し

医

者

に
聴

診

器

を

あ

て
ら

れ

た

こ
　

　

私

も

長

生

き

で

き

る
確

信

を

も

っ
　

　

て

く

れ

た

た

め

で
、

そ

の

一
途

な

気

を

し

た

こ
と

が

な

い
の
だ

か

ら

　

　

　

一
昨

年

、

郵

便

局

を

定

年

退

職

　

　

　

さ

て
、

私

の
健

康

法

と

い

っ
て

「
健

康

」

と

い
う

こ
と

に
な

る

の

　

　

し

た

と

き

、

老

人

ク

ラ

ブ

か

ら

一
　

　

も

、

直

接

的

に

は

少

食

で

し

か

も

で

し

ょ
う

。

そ

も

そ

も

私

の
家

は

　

　

緒

に

老

後

を

楽

し

も

う

―

と

声

を

　

　

粗

食

、

毎

晩

三

合

ぐ

ら

い
の
酒

を

テ
レ
ビ
の
画
面
が
よ
り
鮮
明
に

□
新
中
継
局
八
月
五
日
放
送
開
始

少
食
粗
食
、酒
三
合

嘩れ̈
櫂「鶏

■郷土料理 コ ンクール

作品を募集中です

し
、
わ
が
家
の
信
条
は
自
ら
の
健

康
管
理
を
基
本
と
し
、

つ
ぎ

の
よ

①
年
金
の
受
給
権
は
等
分
に
②

の
も
の
に
よ
り
交
替
制
③
趣
味
を

お
茶
）
④
地
域
の
人
達
と
の
連
帯

Ｎ

Ｈ

Ｋ

で

は

、

津

軽

平

野

地

域

送

局

（
Ｕ

Ｈ

Ｆ

）

の
建

設

を

進

め

波

で

よ

り

鮮

明

な

画

像

を

受

信

で

□

放

送

開

始

　

昭

和

五

十

七

年

八

□
放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル

⌒Ｕ
Ｈ
Ｆ
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
　
４６
チ
ヤ
ン
不
ル

教
育
　
４８
チ
ヤ
ン
ネ
ル

□
新
中
継
局

（Ｕ
Ｈ
Ｆ
）
を
受
信



(9)広薇 dιチろ

「
相内
聰摯瀾麟駒

‐重舗盟 知

ピ聖理l最鷺 1露コ

お知 らせ

■十三の砂山 まつ り

■県立郷土館行事案内

■出稼ぎ事故見舞金制度

万―に備え加入を

山 田 義 正

心
の
ふ
れ
あ
い

最

近

、
あ

ち

こ
ち

で

コ
ミ

ュ

ニ
テ

ィ

ー
づ

く

り

が

盛

ん

の

よ

う

で
す

。

地
域
住
民
の
発
意
に
も
と
づ
い
て

急
な
発
展
を
求
め
ず
長
い
目
で
築

市
浦
村
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

場
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
よ
う
に
思
わ

体
育
大
会
が
あ
げ
ら
れ
る
と
思
い

で
、
青
空
の
下
、
″
い
い
汗
″
か
い

て
、
全
て
を
忘
れ
て
熱
中
し
て
い

る
姿
は
み
ん
な
の
心
を
な
ゴ
ま
せ

て
く
れ
ま
す
。
無
意
識
の
う
ち
に

の
で
は
な
く
、
さ
り
げ
な
く
感
ず
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:「 i彙   ず果11
6月 1日 から新 しい :サ 、武田れれ子、奈良
村の保健衛生協 力委員 : トシ、奈良 しづ江
が決 まりました。   : □脇元地区 石岡ツ

淑子、三上サキ、佐藤 :岡 きよい、工藤紀子

ミツエ、佐 々木 トミ、 : □磯松地区 井村 よ

セィ         : り、中井紀子、村上 さい

:       ④  : お
誕
生
日
お
め
で
と
う

村
山
　
純

一
（相
内
）
秀
　
基

安
田
　
佳
央

（十
三
）
源
　
一

三
和
ま
ど
か

（相
内
）
清
　
規

成
田
　
純
子

（相
内
）
俊
二
郎

秋
田
谷
　
康

（桂
川
）
悟

神
鳴
　
奈
々

（相
内
）
員
佐
実

（働々
村　証保彬
一雌脚一

（鰤　囀　輔　一
一薇岬一

（画　赫　』　書
一畔帖議）

（動谷岬　制美倒
一椰醐一

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

木
村
　
キ
ミ
エ

（太
田
）
７３
歳

（嬬　晦
正
　
雄

⌒東
京
）

ま
ち
子

（相
内
）

良
　
次

（熊
本
）

幹
　
子

⌒脇
元
）

達
　
也

（相
内
）

桂
　
子

（愛
媛
）

徹

（宮
崎
）

美
恵
子

（磯
松
）

忠
　
光

（磯
松
）

良
　
子

（八
戸
）

誠
　
一
一
（栃
木
）

典
　
子

（相
内
）

啓
　
一
（青
森
）

智
　
子

（太
田
）

孝
　
士心
（中
里
）

旧脇元漁協前 Y:器 市 浦 農 協 前  ::::

E3元公民館前 l::: 大沢およ宅前 ::18

折岡敏男宅前 ::男 和正治宅前 品:::

磯松公民館前 :::: 秋田谷久助宅前 l::::

大田小学校前 l:::8

十三公民館前 :::: 木村万作宅前 1,::る

llllll,

今
年
第

一
回
の
三
歳
児
健
診

し
た
。
今
回
の
健
診
で
は
三
歳

母
さ
ん
に
書

い
て
も
ら

い
、

て
下

さ

い
ま

し

た

が

、

興

味

深

　

　

む

し

歯

の
あ

る
児

、

な

い
児

と

い
結

果

が

出

た

の

で
紹

介

し

ま

　

　

も

に
差

は
出

ま

せ

ん

で

し

た

が

、

を

む

じ

歯

の
あ

る

児

と

む

し

歯

　

　

ま

せ

て

い
る

家

庭

に

は

圧

倒

的

の
な

い
児

に
分

け

て
比

較

し

た

　

　

に
む

し

歯

の
あ

る

児

が

多

い

こ

割

は

歯

の

は

え

は

じ

め

の

早

い
　

　

飲

料

は

発

育

に
良

い
と

さ

れ

、

児

で

し

た

。

早

く

歯

が

は

え

は

　

　

抵

抗

な

く

与

え

が

ち

で

す

が

、

■
三
歳
児
健
康
診
断

む
し
歯
予
防
は
乳
歯
か
ら

じ

め

る

と

、

飲

み

も

の

や

食

べ
　

　

非

常

に
多

く

の
糖

分

が

含

ん

で

も

の
が

そ

れ

だ

け

早

く

歯

に
刺

　

　

い
る

た

め

、

む

し
歯

を

つ
く

り

激

を

与

え

て

い
る

こ
と

に

な

り

　

　

や

す

い
飲

み

も

の

で

あ

る

こ
と

糖
分
の
少
い
飲
み
物
を
　
　
　
食
後
の
歯
の
し
つ
け
に
つ
い

ま

た

、

与

え

て

い
る

飲

み

も

　

　

て

は

、

む

じ

歯

の
あ

る

、

な

し

の

に

つ

い

て

み

る

と

、

牛

乳

は

、
　

に

か

か

わ

ら
ず

、

ほ

と

ん

ど

の

お

母

さ

ん

が

口
腔

の
清

潔

に
気

歯
は
い
つ
も
清
潔
に

歯

み
が
き
の
練
習
は
三
歳
児

の
自
立

へ
の
意
欲
を
助
け
る
の

せ
て
歯
を
み
が
く
真
似
を

さ
せ

る

こ
と
が
必
要
で
す
し
、
お
母

は
、
小
学
校
低
学
年
ま
で

つ
か

に
考
え
る
こ
と
な
く
、
子
供
た

ち
の
歯

の
清
潔

に
注
意
し
ま
し

⌒
担
当

・
小
野
明
美
保
健
婦

）


